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ト ピ ッ ク ス 
T  O  P  I  C  S 

家 族 会 主 催 の 勉 強 会 開 催 決 定 ！ 「 終 活 」 に つ い て ご 講 演 い た だ き ま す 

 
 本年度の総会で決議されていましたとおり、１１月１１日「介護の日」にあわせて下記のとおり豊寿園家族会主催
の勉強会が開催されます。 
 今回は、株式会社サンレー代表取締役社長の佐久間庸和様を講師にお迎えし、「終活」についてのご講演をお願
いしています。貴重な講演会ですので、ご家族の皆様は是非、ふるってご参加ください。お申し込みは窓口で、もし
くはお電話ください。 

救 急 法 の 研 修 会 を 行 い ま し た ！ 
 

 ９月２４日、職員研修として救急法を学びました。 
 当日は職員の他に、豊寿園で活動いただいていま
す、北九州赤十字看護奉仕団じゅんの会からも9名
ご参加いただき、AEDを用いた心肺蘇生法の手技に
ついて学びました。  

※講師紹介 

佐久間庸和<さくまつねかず> 

1963年福岡県北九州市生まれ。早稲田大
学政治経済学部卒業後、大手広告代理店勤
務を経て、1990年に大手冠婚葬祭会社（株）
サンレー入社。01年代表取締役社長に就任。
現在は代表取締役社長として、忙しく飛び回
るかたわら、各地の老人会を回り、「人は老い
るほど豊かになる」と題する講演活動をボラン
ティアで行っている。また、作家一条真也とし
て著書を多数出版。 

日時   平成２８年１１月１１日(金) 
     １３：００ ～ １４：３０ 
 

場所   豊寿園研修会議室 
 

費用   無  料 
 

その他  講演会の後、豊寿園での看取り 
     介護の流れ、事例紹介を予定 
      しています。 

消 防 訓 練 を 行 い ま し た ！ 
 

 ９月７日、日中に２階から出火したことを想定した
消防訓練を行いました。冬に向けて空気の乾燥から
火災の心配が高まる時期になります。豊寿園では、
災害も含めた防災体制を整え、万一に備えています。 

園  内  の  防  犯  体  制  を  見  直  し  ま  し  た  ！ 
 

 ７月２６日未明に、相模原市の障害者支援施設において痛ましい殺傷事件が発生しました。利用者様ならびにご
家族の皆様におかれましては、同じ福祉施設での事件という事でさぞご心痛のことと存じます。 
 豊寿園におきましては、北九州市および日赤本社の指導の下、下記のとおり園内における安全体制を整備して
いますので、ご案内いたします。ご心配な点がございましたら、生活相談係までお気軽にご相談ください。 
 
 ○夜間につきましては、警備担当者が毎日1名勤務しており、建物および敷地内の巡視を行っております。 
 ○建物の正面玄関につきましては、20時をもって施錠させていただきます。20時以降でご来園の際には、ご面倒 
  ですが玄関左手側にございますインターホンをご利用ください。 
 ○緊急時には職員および警察等関係機関、近隣施設との応援体制を確保しております。 
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もっとクロス 
 
夏休み福祉体験講座 
松ヶ江北小学校交流１回、２回 
松ヶ江中学校での車いす体験 
松ヶ江北校区ウェルクラブ対象の認知症サポーター 

○夏休み福祉体験講座 
○松ヶ江北小学校交流事業１、２回 
○松ヶ江中学校福祉体験講座 
○夏ボランティア体験 ８月２日 

夏休み福祉体験講座 開 講！ 
 

門司区ボランティア・市民活動センター主催の夏休み福祉体験講
座が、今年も豊寿園で開催されました。 

今年度は、「しあわせをつくる介護の仕事」と題して、日頃、老人
ホーム内で職員が行っている業務の体験や利用者様との交流を
行いました。 

８月２日 
２０１６ 夏ボランティア体験 
 

北九州市社会福祉協議会が主催す
る夏休みの学生を対象とした、夏ボ
ランティア体験で学生さんの受け入
れを行いました。 

９月１４日、２６日 
松ヶ江北小学校へ出前授業に 
 

例年、交流を行っています、北九州市立松ヶ江北小学校
６年生との今年度の交流が始まりました。 

９月１４日には、奥水介護課長が小学校を訪問し、高齢
化の現状・介護の仕事について授業を行いました。９月
２６日には、奥水介護課長、荒木通所介護係長の二人
が、認知症サポーター養成講座のテキストをもとに、認
知症についてグループワークやロールプレイを通して学
んでいただきました。 



デイサービスドライブ 
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○新門司保育所交流会(七夕)７月 
○バスハイク(サンリブシティ)７月 
○買い物８月 
○音楽の集い８月 
○バスハイク(シルバー文化祭)９月 
○敬老会９月 
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豊寿園 

アルバム 

○音楽の集い８月 
○バスハイク(シルバー文化祭)９月 
○敬老会９月 
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    TEL 093-481-1121 FAX 093-481-5678 
    Email info.houjyu.jrc@cnc.bbiq.jp 

あとがき 
 
 ８月に発生した台風は、日本列島の各地で様々な
被害をもたらしました。豊寿園のある北九州市でも
台風の接近に伴い、学校が休校になるなどの措置が
とられたのにあわせ、豊寿園も利用者様の安全を第
一に考え、デイサービスの営業を中止するなどの対
応を行いました。 
 今号でも紹介していますように、今年度の豊寿園
は園内外に向けたイベントが目白押しです。イベン
トの担当者としては、天候が一番に気になるところ
ですが、園内には実績十分な雨おとこ、雨おんなが
ズラリと揃っており、かくゆう私も結婚式の開始１
時間前から雨が降り出すような体質の持ち主です(涙)。 
 各イベントの準備作業の中に、てるてる坊主作り
を加えつつ、皆さんに喜んでいただけるよう各イベ
ントを職員一丸となって、入念に準備していきたい
と思います。すべてのイベントはホームページやこ
の豊かな樹でも紹介していきますので、どうぞお楽
しみに。  
 
       平成28年度広報委員  森  英樹 
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ＢＥＥ  ＨＯＮＥＹ 
 

北九州市門司区港町５－１海峡プラザ 

Ｔ Ｅ Ｌ  093-332-3720 

年中無休  

ＯＰＥＮ  10:00～20:00  

  

地域ぶらり情報 

 

門司港レトロの海峡プラザ
内にある『BEE HONEY』は
国内・国外の純粋蜂蜜をた
くさん取り揃えている蜂蜜
専門店です。湯布院に１号
店があり、門司港は２号店
になります。蜂蜜と言えば
レンゲやアカシアがポピュ
ラーですが、季節やその年
によって採れる蜂蜜が違う
ため、お店では数種類の蜂
蜜を取り扱っています。 

純粋蜂蜜以外にも蜂蜜を使
った製品を販売しており、
一番人気は、『はちみつと 

ろ～りソフト』。クラウン
製パンとコラボして作った
『ばななはちみつメロンパ
ン』も人気です。 

あま～い香りに誘われて・・・  

今回表紙を飾ってくれたのは、 
２階特養棟の川上典子さんです。 
入職以来、特養棟・デイサービスを経て、２階
特養棟の施設ケアマネジャーとして勤務してい
ましたが、１１月の出産を控え、産休に入る事
になりました。広報委員たってのお願いに、マ
タニティ姿で表紙を飾ってくれました。 
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 ぎっくり腰は、何らかの原因で知らない間に腰の筋肉にたまった疲労が限界を超えた時に起こるの
ではないかと言われています。なぜ秋から冬にかけてぎっくり腰が多いのか、それは“冷え”です。  
 外の寒さから運動が少なくなる事で、腹筋・背筋のバランスが崩れることが挙げられます。 
また、寒さから、長時間筋肉が緊張することにより、血流が滞って老廃物が排出されにくくなり、細
胞に酸素や栄養が行き届かなくなります。 
 そのため、特に、気温が低下する秋から冬にかけては冷えによるダメージが大きく、ぎっくり腰に
なりやすいそうです。 

 

①口の中が乾燥している 
②口の中が白いものに覆われている 
③舌の赤身が強い 
④皮膚に張りがない 
⑤舌の表面に亀裂がある 
⑥手足が冷たくなっている 
 
などがあげられます。 
項目のうち２つ以上あてはまる場合は脱水症を疑います。 

 

 

①なるべく暑さを避ける服装になる 
②扇風機などを使い、部屋の空気を入れ替える 
③我慢してクーラーを止めるなど、無理な節電をしない 
④高温多湿をさける 
⑤規則正しい栄養バランスと量を考えた食事 
⑥水分摂取はカフェインのないものが好ましく、また塩分も一緒にとりましょう 
（お茶なら緑茶よりも麦茶、OS1などの経口補水液） 

資料引用：パラマウントベッドhttp://www.paramount.co.jp 

 そこで、今回は寝たきりの方や、ご自分で体を動かすことが困難な方を移乗介助や体位変換をする
際に身体の負担を軽減する福祉用具をご紹介したいと思います。 

 低摩擦素材を使った滑りやすいシート「スライディングシート」をベッドと対象者の間に敷き込ん
でいただくと、寝返りなど体位変換時に発生する摩擦を軽減することができます。褥瘡予防や創部の
保護にも効果的です。 

 

 

 

 「スライディングシート」にはさまざまな形状がありますので、用途に合ったものをお選びい
ただけます。 
 筒状の「スライディングシート」は、筒の内側には低摩擦素材を使用しているので、力を加え
た方向に筒状のシートが回転し、大きな力を使わずに身体を動かすことができます。 
 シーツ状のスライディングシートは、ベッドに常時敷いておくことができるので、体位変換を
行いたいときに、その都度、敷き込みをする必要が無く便利です。 
 また、体位変換はベッド上だけに限りません。車椅子に長時間座っていただくと、徐々にお尻
が前にずれてきてしまいます。この「ずれ」をそのままにしておくと、褥瘡の要因ともなります。
身体を無理に引き上げて行なう座り直しは、介護する方にとって負担が大きく、転倒などの危険
も伴います。そういう時には、筒状の「スライディングシート」（車椅子用）を座面に敷きます。
前方へのずれを抑え、ずれてしまった姿勢を戻すときは、座ったまま膝を押し込むだけで、簡単
に深く座らせることができます。 

 



HOUJYUEN × Family 
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。
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今
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が
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あ
と
、
71
歳
の
頃
、
私
と
妻
が
そ
れ
ぞ
れ
車
を

運
転
し
て
、
自
宅
か
ら
5
、
6
分
の
と
こ
ろ
に
あ 

る
娘
の
家
に
行
こ
う
と
し
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

―
認
知
症
に
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て
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全
く
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か
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の
で
気
が
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か
な
か
っ
た
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だ
と
思
い
ま
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今回インタビューに応じてくださった

船木 敏春 様  
奥様のご自宅での介護を経て豊寿
園に入所されるまでの体験談を
語ってくださいました。 

あなたと向き合った日々 
HOUJYUEN × Family 

 今回、奥水介護課長のインタビューを受けてくださったのは、船木敏春様です。 
 この８月より家族会の幹事に就任されています。ご自宅での介護を経て、現在は奥
様が豊寿園にご入所されています。そんな、船木様にご自宅での介護についてお聞
きしました。 

―
 

本
人
に
「物
忘
れ
外
来
に
行
こ
う
か
？
」

と
聞
き
ま
し
た
。
本
人
が
「い
い
よ
」と
言
っ 

た
の
で
病
院
へ
受
診
に
行
き
ま
し
た
。 ―

 

船
木
様 

: 

孫
か
ら
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
同
じ
こ
と

ば
か
り
言
う
ね
」
と
言
わ
れ
た
頃
か
ら
私
も
心

配
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
本
人
に
「
物
忘
れ
外
来
に

行
こ
う
か
？
」
と
聞
き
ま
し
た
。
本
人
が
「
い
い

よ
」
と
言
っ
た
の
で
個
人
病
院
へ
受
診
に
行
き
ま
し

た
。
担
当
の
先
生
か
ら
、
「
質
問
に
答
え
ら
れ
な

い
」
と
言
わ
れ
、
精
密
検
査
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

市
立
病
院
へ
紹
介
状
を
も
っ
て
二
人
で
受
診
に
行

き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
検
査
を
し
て
も
ら
っ
た

結
果
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
診
断
さ
れ
、

ア
リ
セ
プ
ト
の
内
服
や
通
院
を
は
じ
め
ま
し
た
。 

―
 

私
が
甘
や
か
し
す
ぎ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
が
進
ん
だ
原
因
な
ん
で
し
ょ
う
か
・・・―
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船
木
様 

: 

そ
の
時
、
途
中
で
後
ろ
か
ら
つ
い
て

き
て
い
る
は
ず
の
家
内
の
車
が
い
な
く
な
っ
た
ん

で
す
。
連
絡
す
る
と
、
コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
に
い
る

と
い
う
の
で
、
迎
え
に
行
っ
て
ど
う
し
た
の
か
尋
ね

る
と
、
「
私
、
ど
こ
に
行
く
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
ん
で
す
。
翌
年
が
免
許
の
更
新
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
心
配
に
な
っ
た
の
で
返
納
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
本
人
も
不
安
に
な
っ
た
の
か
納
得
し 

て
く
れ
ま
し
た
。 

奥
水 

: 

そ
の
後
数
年
の
中
で
、
徐
々
に
認
知
症

や
身
体
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
始
め
た
の
を
機

に
、
平
成
25
年
か
ら
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

ら
れ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
開
始
。
平
成
26

年
か
ら
豊
寿
園
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
使
わ
れ
始

め
て
、
翌
年
に
は
特
養
に
入
所
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
介
護
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
思
わ
れ 

る
こ
と
は
何
か
あ
り
ま
す
か
？ 

船
木
様 

: 

い
つ
だ
っ
た
か
忘
れ
ま
し
た
が
、
家
内

が
急
に
家
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

か
ら
は
、
私
が
全
部
一
人
で
す
る
よ
う
に
し
た
ん

で
す
。
家
内
が
で
き
な
い
こ
と
を
自
分
が
率
先
し

て
や
る
の
は
当
た
り
前
だ
し
、
そ
っ
ち
の
方
が
早 

い
の
で
苦
に
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

け
ど
今
考
え
る
と
、
本
人
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
良 

く
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。 



HOUJYUEN × Family 

―
 

本
人
に
「物
忘
れ
外
来
に
行
こ
う
か
？
」

と
聞
き
ま
し
た
。
本
人
が
「い
い
よ
」と
言
っ 

た
の
で
個
人
病
院
に
受
診
に
行
き
ま
し
た
。 

 
―

 

 

孫
か
ら
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
同
じ
こ
と
ば
か
り
言

う
ね
」
と
言
わ
れ
た
位
か
ら
私
も
心
配
に
な
っ
て

き
た
の
で
、
本
人
に
「
物
忘
れ
外
来
に
行
こ
う

か
？
」
と
聞
き
ま
し
た
。
本
人
が
「
い
い
よ
」
と
言
っ 

た
の
で
個
人
病
院
に
受
診
に
行
き
ま
し
た
。 

担
当
の
先
生
か
ら
、
「質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
」
と

言
わ
れ
、
精
密
検
査
を
勧
め
ら
れ
、
市
立
門
司

病
院
を
紹
介
さ
れ
、
二
人
で
受
診
に
行
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
検
査
を
さ
れ
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
と
診
断
さ
れ
、
ア
リ
セ
プ
ト
の
内 

服
や
通
院
を
は
じ
め
ま
し
た
。 

―
 

苦
労
で
す
か
？ 

そ
ん
な
風
に
感
じ

た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。―

 

 

も
と
も
と
私
た
ち
夫
婦
は
喧
嘩
を
し
た
こ

と
も
な
か
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
家
内
が
家

事
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
も
、
怒
っ
た
こ
と

は
な
い
し
、
上
手
く
い
か
な
く
て
腹
を
立
て
る 

こ
と
も
な
か
っ
た
ん
で
す
。 

け
ど
、
甘
や
か
し
す
ぎ
た
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

そ
れ
が
認
知
症
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
原
因
な 

ん
で
す
か
ね
？ 

奥
水 

: 

特
養
に
入
所
さ
れ
て
か
ら
は
、
毎
日

面
会
に
来
て
い
た
だ
き
、
昼
食
介
助
と
車
椅

子
で
散
歩
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
奥
様

は
、
ご
主
人
の
こ
と
を
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ 

う
で
す
。 

船
木
様 

: 

私
は
趣
味
が
な
い
の
で
、
園
に
来

る
の
は
何
の
苦
も
な
い
で
す
。
で
も
帰
り
際
に

は
、
後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ

が
つ
ら
い
ん
で
す
。
何
と
か
ご
ま
か
し
て
帰
る 

の
で
す
が
・・・。 
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奥
水 

: 

認
知
症
の
方
の
介
護
を
考
え
る
時

に
、
ご
本
人
が
未
だ
出
来
る
こ
と
を
取
り
上

げ
て
し
ま
う
と
、
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
難
し
く
な
っ

て
き
た
こ
と
を
無
理
に
し
て
も
ら
お
う
と
す

る
と
、
失
敗
し
た
こ
と
を
責
め
ら
れ
た
り
、
怒

ら
れ
る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
、
ご
本
人
の

意
欲
が
低
下
し
、
症
状
が
進
行
す
る
と
も
言 

わ
れ
て
い
ま
す
。 

船
木
さ
ん
ご
夫
婦
の
場
合
は
、
双
方
の
納
得
の

中
で
、
お
互
い
に
無
理
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
ず
、

穏
や
か
に
過
ご
さ
れ
た
と
言
う
意
味
で
は
、 

良
い
対
応
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

船
木
様 

: 

い
つ
か
今
よ
り
も
っ
と
悪
く
な
っ

て
寝
た
き
り
に
な
る
と
、
私
の
こ
と
も
忘
れ
て

し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
・
・
。
そ
の
時
は
も
っ
と

つ
ら
く
な
る
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
も
う
家

に
つ
れ
て
帰
れ
な
い
こ
と
や
、
も
っ
と
旅
行
を

2
人
で
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
、
と
そ
れ
が 

残
念
で
す
。 

奥
水 

: 

今
回
、
お
話
し
を
お
聞
き
し
て
、
ご

夫
婦
の
仲
の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
奥

様
も
ご
主
人
が
い
る
こ
と
で
安
心
さ
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
ご
主
人
が
言
わ
れ
る
こ
と
を
素

直
に
受
け
入
れ
て
、
頼
り
に
さ
れ
て
い
た
の
は
、 

お
互
い
に
と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
ね
。 

船
木
様 

: 

そ
う
な
ん
で
す
か
ね
（
笑
）
。
苦

労
で
す
か
？
そ
ん
な
風
に
感
じ
た
こ
と
は
な 

い
で
す
ね
。 

奥
水 

: 

認
知
症
の
方
の
介
護
は
、
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
主
人

と
の
時
間
を
大
切
に
し
て
、
ま
た
旅
行
と
ま
で

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
の
外
出

行
事
に
は
ぜ
ひ
参
加
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。
今 

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ご夫婦のお若いころの写真 
当時から、仲睦まじい関係性がうか
がえます。 

５月にバスハイクに行かれた時の写真。
仲の良さは変わりません 



デイサービスドライブ 

SPECIAL  SECTION 

FRUIT  FULL TREE 

Ｖ Ｏ Ｌ    3 2 

✖

上田健太 ： 養成校時代から縁あって、夜勤のアルバイトをさせてもらっていて、
卒業後そのまま就職していました。 
 
磯崎伸子 ： 就職説明会で話しを聞いて、「日赤にこういう福祉施設があるん
だ・・くらいの思いで興味を持ちました。当時は、日赤がどういう活動をしているか
は良く判っていませんでした。すみません（笑）。あと、入社試験を受ける前に見
学させてもらったんですが、廊下を歩かれている利用者さんから、「まあ久しぶ
り」と声をかけてくださったのが衝撃的で、「ここで働きたい！」と強く思ったのを覚
えています。 

―どうして豊寿園に入職したのですか？ ― 

磯崎伸子 ： 幼稚なところ、仕事の遅いところはあまり変わっていないかな・・。ただ、認知症の方々と関わら
せていただく中で、ありのままの姿を受け入れることがどれほど大切か、ということを学ばせていただいたと思い
ます。 
 
上田健太 ： 尊敬していた先輩たちが部署が変わったり、辞められたりしていって、気が付いたら自分も結構、
ベテランになっていました（笑）。 

―入職当時と今とを比べると、どこが、どう変わったと思いますか？ ― 

上田健太 ： 初めての夜勤をした時に、僕を入れて３人での夜勤だったんで
すが、仮眠に入っている先輩を起こしてくるように、もう一人の先輩に言われて
起こしに行きましたが、相当に寝起きの悪い先輩で、なかなか起きてくれな
かったことですかね。先輩たち怖かった・・・。 
  
磯崎伸子 ： 入った当時は、介護の事を本当に何も知らなかった私にゼロか
ら丁寧に教えていただいた先輩たちには心から感謝しています。ただ、あまりに
も怒られることが多すぎて、怒られている途中で笑ってしまったことがあります。
ごめんなさい。 

―入職当時のエピソードなどあれば教えてください。 ― 

上田健太 ： 尊敬していた先輩たちに近づけるよう、頑張りたいと思います。 
 
磯崎伸子 ： これからの豊寿園は、その時代に合わせながら、地域の皆さんに求められるよう、さらに質の高い
介護を目指していかないといけないと思います。その中で私ができることをコツコツとしていきたいと思いますし、
ご利用者、ご家族、そして職員から信頼される人になりたいと思います。 

―これから豊寿園で成し遂げたいことはありますか？― 



デイサービスドライブ 

SPECIAL  SECTION 

豊寿園の歴史を彩ってきた職員達を、順番にご紹介して
いくコーナーです。 
４回目は、平成１５年に入職した職員２名をご紹介します。 

上  田   健  太 
 

特養棟1階介護職員 

 
平成１５年に２０歳で嘱託職員とし
て豊寿園に入職。以来、特養棟
勤務一筋の中堅職員。平成２７年
に沙耶香さん（旧姓 倉田）と結婚、
今年長女が誕生し育児にも追わ 
れる日々を過ごす。 
趣味はドライブ。 

磯  崎   伸  子 
 

生活相談係主任 

 
大学卒業後、平成１５年に２２歳
で豊寿園に入職。１階特養棟で勤
務し、平成２１年からは介護主任
に。その後、訪問介護事業所アプ
レのサービス提供責任者を経て、
平成２３年より現職。 
趣味は山登り。 
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